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EC推進事業

企業一消費者間EC

●EC実証実験(14プロジェクト)

仮想モール,決済システム,認証局など

●共通技術開発(5プロジ工クト)

共通プラットフォーム,lCカードなど

企業間EC

CAJS実証実験(10プロジェクト)

自動車,鉄鋼.宇宙産業など

巨Dl高度化(16プロジ工クト)

石油化学,5充適業.電子公証など

てD
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ECプロジ工クト

EC用非接触ICカード

EC共通プラットフォーム

[コ
消費者

[コ
[コ

IC力¶ド

注:略語説明 EC(ElectronicCommerce)､CALS(CommerceatLjghtSpeed).EDl(ElectronicDa指lnterc佃nge)

ECの推進事業

企業一消費者間ECプロジェクトの中で,日立製作所はEC共通プラットフォームの開発など5プロジェクトに参加し,EC技術の確立を図っている｡

EC(ElectronicCommerce)は,商取引の仕軋Lみを大き

く変える可能性を持っており,高度情事馴ヒ社会を実現し,

経済活動を活性化させるための重要なテーマになってい

る｡通商産業省は,平成7年度補正予算によるEC推進事

業をスタートさせた｡口立製作所は,この事業の中の開

発,実証実験に参加することによってECの技術の確立に

貢献するとともに,この技術を核にした日立製作所のEC

関連製品とサービスの事業化を推進中である｡

このEC推進事業の中で,企業と消費者が直接電子的な

耳えり引きを行う企業一消雪省間ECでは,5プロジェクト

に参加して開発と実証実j検を進めている｡特に,EC共通

プラットフォームプロジェクトでは,電子的な支払決済

を行うための通信規約(プロトコル)の標準化と,消費者

のパソコンJ‾IJのプラットフォームの開発を目標にしてお

り,各種実証実験や日立製作所のEC事業にとっての中核

技術の確立を図る考えである｡
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1.はじめに

インターネットとパソコンの普及は新しい社会インフ

ラストラクチャーを作り出した｡ここでは,双方向のコ

ミュニケーション,オープンなコミュニケーション,ボ

ーダレスなコミュニケーションなどの特徴を持つ新しい

企業,行政,個人の聞の関係が生まれてくる｡この結果,

生産者と消雪者の直結,オープンな市場からの選択･調

達,ボーダレスな取り引きなど,商取引のプロセスの変

革が起こりつつある(図1参月別｡EC(Electronic Com-

merce)は,この新しいネ土合インフラストラクチャーに展

開され,将来の商取引の仕組みを大きく変える可能性を

持っており,高度情報化社会を実現し,経済活動を活性

化させるための重要なテーマになっている｡このECの実

現は,グローバルな商業活動や使い勝手の良い決済手段

の利用が可能になるなど,社会活動にも大きな影響を与

えるものと考える｡

一方で,わが国の経済はバブル崩壊以降低迷し続け,

産業の国際競争力の低下と空洞化に苦しんでいる｡通商

産業省は,わが国の産業の再活性化のためには産業分野

の情事炭化推進が必要であり,その｢呼び水+としてEC推

進事業が効果的であると考えた1)｡そして,平成7年度第

1次補正予算100億円による事業として,1995年12月に

企業一消費者間ECとして19プロジェクト2)を才采択した｡

また,企業間高度電子商取引の実証実験として,第2次

補正予算217.5億円による事業もスタートした｡この事業

オープン性

不特定多数によ

る取り引き

頂勢
双方向性

ワンツーワン

マーケテイング
療

新しい社会イン

フラストラクチャー

としてのEC

食マルチメディア

豊富な表現による

情報.]ンテンツ利用

車ボーダレスグローバルな

取り引き

図1 インターネットの特質とEC

インターネットは双方向性,オープン性,ボーダレス,マルチメ

ディア利用などの特質を持っており,新しい社会インフラストラク

チャー上での取引形態を生み出す｡
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はCALS(Commerce at Light Speed)実証実験,EDI

(Electronic DataInterchange)高度化プロジェクトの

26プロジェクト3)から成っている｡これら第1次,第2次

EC推進事業は,コンピュータ,金融,流通,製造などの

幅広い企業の参加によって推進されている｡

ここでは,第1次推進事業の企業一泊費者間ECプロジ

ェクトの概要と,その中で開発中のEC共通プラットフォ

ーム"SECE(Secure
Electronic Commerce Environ-

ment)''の考え方について述べる｡

なお,これらのプロジェクトは,情報処理振興事業協会

(IPA)が推進する｢エレクトロニックコマース推進事業+

の一環として行われている｡

2.企業一滴筆者間ECプロジェクトの概要

企業と消雪者との間の電子的な取り引きの全体像を

図2に示す｡EC推進事業での企業というのは,物品や情

報を販売したりサービスを提供したりする店舗やモール

のことを指すが,もちろん個人経営の店舗も含んで考え

る｡消費者は,インターネットなどのネットワーク上の

仮想店舗や仮想モールで電子的手段で買い物をしたり,

ICカードを実際の店舗での買い物に使ったりすること

ができる｡このような電子的な取り引きを実現するため

には,次のような技術の確立が必要である｡

(1)仮想店舗,仮想モールの構築

(2)コンテンツの作成と提供

(3)電子的な支払決済

金融

機関

仮想

店舗

仮想

モ¶ル

オープンなネットワーク

認言正局

圏

消費者

金融機関

●●●◆●●

口

!Cカード

●●●

●
●
●

商店

消費者

図2 企業一消費者間ECの全体像

消費者はオープンなネットワーク上で,またはICカードを使って

買い物をする｡電子的な支払決済,本人認証などが行われる｡
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表1 日立製作所が参加するECプロジェクト

日立製作所は,実証実験として3プロジェクト(CyberNetClub,メディアポート名古屋,カードレス カード システムプラットフォーム)に,

技術開発として2プロジェクト(共通プラットフォーム,非接触Cカード)にそれぞれ参加している｡(注:ECOMホームページから引用)

テーマ名 参加企業,団体 プロジ工クトの概要

CyberNetClub4)

ユーシーカード株式会社,森ビル 世界標準となるように,認証局の立ち上げ,ネットワーク上の決済方式の構

コンソーシアム,富士通株式会社 築を行い,消費者にとっての利便性,安全性を高めたEC上のクレジット決済
ほか システムの実証を行う｡

メディアポート
中部ニュービジネス協議会

(株式会社松坂屋,株式会社東海銀

行,名古屋鉄道株式会社ほか)

インターネット上にSECE決済プロトコルを利用し,店舗,利用者の両方にと

名古屋5) って安心して利用できる‡里想的な仮想都市を提供する｡

カードレス カードシステム CCP研究会 わが国のクレジット カード システムの特徴である自動口座振替を生かし,
プラットフォーム(CCP) (株式会社野村総合研究所,株式会 かつICカードなど追加的な機器を必要としないことを前提に,ECの基礎とな

開発実験6) 社ジェーシービーほか) るプラットフォームとして構築し,その有用性を実験,検証する｡

セキュア コマース プロ
日立製作所,富士通株式会社,日本

電気株式会社

財団法人ニューメディア開発協

インターネットに代表されるオープンなネットワーク上で.企業と消費者の
トコルを実現する共通プ 間の電子商取引での支払決済を行うための消費者向け共通プラットフォー

ラットフォームの開発

EC用非接触ICカードの
実証実験

ム"SECE”を開発する｡

非接触ICカードの国際規格(1SO〉に準拠した国内標準実装規約の策定を行
会,lCカード取引システム研究開発 う｡また,この実装規約に対応する端末機用の汎用リーグ･ライタユニットの

事業組合 仕様策定,設計を行う｡

(4)セキュリティと本人認証

(5)ICカード利用

企業一消費者間ECプロジェクトでは,これらの技術の

実用化に必要な広範なテーマについての開発と実証実験

を行う｡プロジェクトは1998年3月までのスケジュール

で進められ,それぞれのテーマごとに複数の企業や団体

による共同プロジェクトになっている｡

日立製作所は,19プロジェクトの中で5プロジェクトに

直接参加し,わが国でのEC技術の確立と日立製作所の事

業化を目標に,開発と実証実験を推進中である(表1参照)｡

日立製作所は,これらのプロジェクトに参加すること

により,EC技術の標準の確立,実用化,普及などに,他

社と協力して貢献していく とともに,自身が進めるEC関

連製品とサービスの事業化の核となる技術を開発してい

く考えである｡共通プラットフォームは,"Cyber Net

Club(サイバネットクラブ)''などの実証実験プロジェ

クトヘ提供され,実証実験の推進に寄与するとともに,

｢日立コマース･ソリューション+での各種プロダクトの

技術的基礎ともなるものである｡ICカード技術の開発,

決済,認証などの実証実験もそれぞれECの中核技術とな

るものであり,これらの技術を使った日立製作所の事業

展開についてはこの特集の各論文の中で触れる｡

3.共通プラットフォームの開発

3.1背 景

従来,いわゆる商耳丈引というのは,人が対面で,また

紙に書かれた契約をベースとして行っていた｡これが,

電子化,ネットワーク化という,非対面で,また紙とい

う痕(こん)跡が残るものがない商取引に移るためには,

さまざまな課題の解決が必要である(図3参照)｡

第一は,多くの消費者が参加しやすい環境整備が必要

低価格な回線,パソコン,

使いやすいプラツトフォ冊ム

消費者向け

ECの発展

琴

安全t確実な情報交換.

プライバシーの保護
法制度.社会制度の整備

図3 ECの発展のための課題

ECの発展のためには,技術面だけでなく制度面の整備も必要で

ある｡
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であるということである｡インターネットやパソコンが

家庭にいっそう普及することが前提であり,このため,

低価格な回線とパソコンが提供されることが必要であ

る｡また,コンピュータやネットワークの専門家でない

消費者を対象に,より使いやすい,また,多くの取り引

きに共通に使うことができる消費者向けプラットフォー

ムが要求される｡

第二に,セキュリティの確保が前提になる｡オープン

なネットワークであるインターネットを使って商取引す

るためには,安全･確実な情報交換の仕組みを作ったり,

プライバシーがきちんと保護されることが必要である｡

第三に,新しい法制度や社会制度の整備と,社会的な

コンセンサス作りも重要な課題であり,さまざまな分野

での検討が進んでいる｡ECに関する技術的,制度的な検

討の場であるECOM(電子商耳乾引実証推進協議会)でも

研究会が設けられて課題解決の方向づけが行われてい

る7)｡

これらの課題の中で,特に商取引を行ううえで,第一一

と第二の課題を解決し,企業,消費者と金融機関である

銀行やクレジット会社との電子的な支払決済を安全･確

実に行うためのアプリケーションレベルのプロトコル

(セキエア コマース プロトコル)と,それを実装する消

費者向け共通プラットフォームの整備が重要と考えてい

る｡EC推進事業では,H立製作所は富士通株式会社,R

本電気株式会社と共同で共通プラットフォーム``sECE''

の開発を進めてきた｡

3.2 SECEの目的と目標

欧米では,クレジットカードや銀行預金による電子的

な支払決消:システムの実験が1994年ごろから盛んに行わ

れ,実用化システムも一部見られるようになってきた｡

クレジットカード支払いとしては,FirstVirtualHold-

ingsやCyberCashのサービスが有名である｡インターネ

ット上で安全･確実な支払決済を行うためには,盗聴や

不正アクセスから過信を保護し,成り済ましや改競(ざ

ん)などの犯罪防止,プライバシー保護が必要である｡こ

のため,インターネット上の支払いのためには,会員制

度を作ったり,クレジットカード番号を暗号化して送信

する仕組みをとっていた｡さらに,安全度を高め,支払

いの仕≠阻みを標準化するため,暗号技術を使った通信上

の規約すなわち｢セキエア コマース プロトコル+の開

発,実用化が進められている｡クレジットカードによる

支払プロトコルは,1世界の大手クレジット カード ブラ

ンドとコンピュータ ソフトウェア ベンダが開発を進め

14
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一日M.Netscape

Maste｢Card

STT

(1996年2月)

SET

Mic｢OSOft VISA

注:略語説明 jKP(lnte｢netKeyedPaymentProtocoり
S巨PP(Secu｢eElectronicPaymentProtocol)

STT(SecureTransactionTechno10gy)

SET(Secu｢eElectro巾CTr∈】nSaCtion)

図4 クレジット支払プロトコルの変遷

柑96年2月にVISA,MasterCard両社の合意によるクレジット決済

プロトコル"SET”が発表された｡

てお り,1996年2 月 にはSET(Secure Electronic

Transaction)8)とLての統一仕様が発表された(図4参

照)｡これは,ⅤISA,MasterCardという世界の80%のシ

ェアを持つ2社が合意したものであることから,デファ

クト(事実.r二の)標準になると見られている｡

したがって,SECEではこのような標準に対して国際

的な相子上達月刊生を保っていくことが目標となる｡

一方,共通プラットフォームが備えるべき機能に対す

る要求としては以下のものがある｡

(1)商取引ごとに異なるビジネスプロセスへの対応

支払決済のビジネスプロセスは企業や商習慣,制度な

どによって異なり,消雪者プラットフォームはこれらに

柔軟に対応することが必要である｡また,取り引きごと

に異なるビジネスプロセスへの対応も必要である｡

(2)ブラウザ製品に依存しない環境

インターネットやWWW(World Wide Web)の技術

の変化は激しい｡消費者には特定のブラウザ製品に依存

しない,安定した支払決済環境を提供することが必要で

ある｡

(3)暗号の選択可能な環境

安全･確実な支払決済環境の構築に必要な暗号は,各

帽でその扱いが異なり,輸出規制の対象でもある｡また,

暗号には寿命があり,時間とともに安全性が低下する｡

このため,固定的な暗号に依存するのではなく,複数の

暗号アルゴリズムを選択することを可能とする仕組みが

必要である｡
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SECE S[C∈プロトコル

支払決済プロトコル

クレジットカード支払い

銀行取引

証明書管理プロトコル

消費者クライアントライブラリ
(共通プラットフォーム)

巨Cサ00バアプリケーション

図5 SECEの構成

SECEは決済を行うためのプロトコル,共通プラットフォームと,

これらに対応するサーバアプリケーションで構成している｡

3.3 SECEの構成

SECEの構成を図5に示す｡SECEは,SECEプロトコ

ルと消雪者クライアントで動作する各種のライブラリか

ら成る｡また,SECEプロトコルは,支払決済プロトコル

と証明書管理プロトコルから成る｡支払決済プロトコル

は,消費者,販売店,金融機関との間での安全･確実な

支払決済を行うためのアプリケーションレベルの通信規

約である｡またSECEでは,インターネット上での取り引

きでの本人確認のために電子的な証明書を使う｡証明書

管理プロトコルは,この電子的な証明書を取得するため

のものである｡

SECEでの各関与者と共通プラットフォーム,プロト

コルの関係を図6に示す｡

3.4 SECEの特徴

SECEには,前述の共通プラットフォームに対する要

求を満足させるための機構をデ阻み込んだ｡多様な支払決

済プロセスへの対応のために,消雪者クライアントのラ

イブラリは標準的なアプリケーションインタフェースを

備えており,この上で支払決済アプリケーションが動作

する｡また,Java災)スクリプトの動作環境を持ち,スク

リプトのダウンロードと実行により,取り引きごとに異

なる支払決済プロセスが選択できるようになっている

(図7参照)｡

※)Javaは,米国およびその他の凶における米国SunMicro-

systems,Inc.の商標である｡

ショツピンク

注文

;支払決済

≡認証

消費者 販売店 金融機関 認証局
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囲
スグ+プト

アプリトシ]ン

EC共通

プラット

フォーム

サーバ ゲートウェイ サーバ

WWW

サーバ

販売店
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サーバ

アプリ

ケーション

金融GW
AP

サーバ

アプリ

ケーション

認証局
AP

サーバ

アプリ

ケーション

SECEプロトコル

インターネット

注:略語説明 WWW(Wo‥dWideWeb),GW(G∂teW∂y)

AP(ApplicationProg椅m)

図6 SECEの構成要素の関係

SECEはインターネット上の消費者.販売店,金融機関,認証局に

よる支払決済環境を構築する｡

また,安定した支払決済環境の実現のため,WWWブ

ラウザと独立したプラットフォーム,暗号アルゴリズム

の選択を可能とするためのカセッタブル構造などを実現

させることを目標としている｡

3.5 SECEプロトコルの考え方

SECEは多様な支払決済プロセスに対応して,積数の

プロトコルに対応できる機構を持っている｡このプロジ

ェクトの推進期間中には,クレジットカードと銀行取引

による支払決済プロトコルを開発することにしている｡

消費者
クライアント

標準的な

アプリケーション⊂:>
インタフェース

[璽司
匿∃

EC共通
フラット

フオ】ム

スクリプトの

ダウンロード

インターネット

サーバ

サーバ

アプリ
ケーション

図7 スクリプト,アプリケーションの実行

SECEでは+avaスクリプトのダウンロードによる実行も可能である｡
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3.5.1クレジットカード支払い

クレジットカードは,従来,冊界的な共通性の高い支

払手段である｡またすでに述べたように,インターネッ

トでの電子的支払システムでも,SETがデファクト標準

としての地位を固めつつある｡SECEでも,世界的に互換

性のある支払手段とすることが要求される｡

しかし一方で,わが国には独自な商習慣があり,国際

的な相互運f削生を保ちながら,わが国の商習慣を満足さ

せることが必要である｡このため,クレジットカード会

社の意見を聴きながら,SET標準にわが国の支払オプシ

ョンを追加すること,国内での運用の統一を図ることな

どの活動を進めている｡

3.5.2 銀行取引

銀行預金口座を使った支払システムでは,米凶などで

も多くのシステムがHl現している｡SecurityFirst Net-

work Bank9)やBank of AmericalO)のホーム バンキン

グサービスなどが有名である｡しかし,銀行預金による

支払システムは国際的な共通プロトコルの確立にまで至

っておらず,SECEプロジェクトでは,わが国の銀行業務

に適合したプロトコルを開発することが重要な課題にな

る｡また,そのプロトコルの検討では,クレジットカー

ド用のプロトコルであるSETとの親和性を高いものに

することが必要であると考える｡

3.6 開発および実証実験スケジュール

共通プラットフォームの開発は1996年始めに開始し,

1997年2月末にクレジットカード支払機能を完成させ

た｡この段階では,SETのテストバージョン(1996年8月

版)に基づく機能を備えている｡最終版は銀行取引機能を

含めて1998年2月末にて完成予定である｡また中間段階で,

他の実証実験プロジェクトへ順次提供していくことによ

り,その実証実験の結果をフィードバックしていく｡

4.おわりに

ここでは,EC推進事業で開発を進めているEC共通プ

ラットフォーム"SECE''の概要について述べた｡

EC推進事業はその期間の半分を経過して,開発と実証

実験を通して多くの技術が確立し,実用化が進んできた｡

1997年は田内でもECが実ビジネスとして立ち上がって

いく年になると予測する｡この叫lで,EC推進事業が社会

で必要になる技術を先取りして開発し,実証実験を進め

ている意義は大きい｡
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今後とも,顧客,通商産業省,IPA,ECOMの指導の

‾Fで,共同開発会社とも協調してEC技術の確立と普及に

努めていく考えである｡

参考文献･情報

1)石男:電子商取引,日本再生の条件,1996年3月18日,日

刊l二業新聞社

http://www.ecom.or.jp/abouしpt/index.htm

http://www.ecom.or.jp/abouしpt/26pt/index.htm

http://www.uccard.co.jp

http://www.cjn.or.jp/mpn/

http://wwⅥ㌧CCp.Or.jp

ECOM電子商取引環境整備研究会中間報告:電子商.取

引に関する検討課題について,1996年4月

8)MasterCard,ⅤISA:Secure Electronicl､ransaction

(SET)Specification,1996.8.7

9)http://www.fsnb.com

lO)http://www.bofa.com

執筆者紹介

ん才岬

舘上 章

1966年｢=仁製作所入ヰt,ビジネスシステム問ヲ芭センタ 所属

現在,共通プラソトフォーム開発プロジェクトのとりまと

め,顧寄へのEC技術の掟実業務に従◆Ji

帖糀処押r二≠全会エ1

ElnlaiI:tachi@iabs.hitこIChi.c().jp

堀米 明

1973f｢二l=7二製作所人祉,ビジネスシステム開子芭センタ

EC推進室 怖拭

現れⅠ工Cl抑止のマーケテイング,および何句,開発に従事

E-mai】:hori】¶ai匝;cm.03head.hitachi.c().jp

亀

脅

■

福岡 寛

1975年11巾二製作所入社,ソフトウェア開ヲ釜本一部

第Z【)C設計部 所地

域在.EC関一壇ソフトウェアの憫ヲ芭,+耽りまとめに従◆li

帖糾処理･､jご二全会去‾と

E-mail:fuku()ka@･s()ft.hitachi.c(),jp

神山文吉

1971午[】試射乍所人社,情報システム1I…i菜部

ニュービジネス斜叫室 所属

現在,EC関連弔某のカモl軋 推進に従二■I‾i

E-mai】:トkamlya@system.hitachi.c().Jp




